
西多摩建設業協同組合  広報委員会 ＦＡＸ ０４２８-２２-５４２０ 平成３０年３月２０日  第２８４号（１）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

西

建

協

だ

よ

り

 
 

 
 

 
 

 
 

 

2018 年 

 3 月 

 

284 号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

③
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
方
法 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
経
営
者
の
一
番
重
要
な
仕
事
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
強
化
し
、
部
下
の
悩
み
な
ど
時
間

を
割
い
て
聞
き
、
話
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
な
が
ら
話
を
す

る
こ
と
が
大
事
で
、
途
中
で
話
を
さ
え
ぎ
り
自
慢
話
や
「
な
ん

で
で
き
な
い
ん
だ
」「
そ
ん
な
こ
と
、
今
の
状
況
で
出
来
る
か
」 

平
成
三
十
年
二
月
二
十
一
日
（
水
）
に
行
い

ま
し
た
、
青
梅
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会
共
催

の
経
営
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
ご
報

告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

コ
ン
サ
ル
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス
株
式
会
社
の
打

尾
貞
治
氏
を
講
師
に
お
招
き
い
た
し
ま
し
た
。 

今
回
の
経
営
講
習
会
は
、
「
人
材
を
最
大
限

に
活
か
す
社
員
教
育
」
～
人
材
確
保
と
能
力
発

揮
の
処
方
箋
～
に
つ
い
て
講
演
頂
き
ま
し
た
。 

講
習
内
容
は
、 

①
建
設
業
を
取
り
巻
く
環
境 

 
 

先
ず
建
設
業
を
取
り
巻
く
労
働
環
境
は
、
き

つ
く
て
危
険
な
仕
事≠

高
収
入
や
先
行
き
が
見 

 

平
成
二
十
九
年
度
青
梅
商
工
会
議
所
建
設
業
部
会
共
催
経
営
講
習
会
報
告 

 
   

   
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

事

業

委

員 

秋 

葉 

貴 

晴 
 

え
な
い
恐
怖
感
、
従
業
員
の
高
齢
化
、
世
代
間

の
ギ
ャ
ッ
プ
へ
と
変
化
し
て
い
る
。 

又
、
人
が
定
着
し
な
い
企
業
に
は
理
由
が
あ

り
、
叱
咤
を
行
う
こ
と
が
社
員
教
育
に
不
可
欠

と
思
っ
て
い
る
、
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
社
内
風
土
、
社
員
を
褒
め
る
こ
と
が
気
恥
ず

か
し
く
て
で
き
な
い
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。 

②
必
ず
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
社
員
へ
の 

指
導
内
容 

 
 

基
本
の
道
徳
力
（
時
間
厳
守
、
約
束
を
守
る
、

報
連
相
を
怠
ら
な
い
、
丁
寧
な
言
葉
遣
い
）
、
働

く
個
人
が
会
社
を
選
ぶ
時
代
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

へ
の
共
感
、
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
、
上
司
へ
の
信
頼

が
必
要
不
可
欠
。 

 

な
ど
と
け
し
て
叱
っ
て
は
い
け
な
い
。 

④
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
育
成
の
鍵 

  

中
小
建
設
業
に
よ
く
見
ら
れ
る
組
織
実
態
と
し
て
、
上
司
と
部

下
の
人
間
関
係
は
経
営
者
か
ら
見
え
な
い
も
の
で
そ
の
結
果
、
若

い
社
員
が
離
職
し
て
し
ま
う
。 

 

又
、
問
題
の
あ
る
社
員
が
い
て
も
配
置
換
え
が
出
来
な
く
ス
キ

ル
が
固
定
化
さ
れ
、
社
内
風
土
が
悪
く
な
る

た
め
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
的
確
に
行
う
よ

う
心
掛
け
る
と
い
う
内
容
で
し
た
。 

今
回
の
講
習
を
終
え
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
る
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
下
げ
る
よ
う
な
言
葉
な
ど

を
避
け
、
部
下
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
事
し
講
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
し
っ
か

り
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

終
わ
り
に
年
度
末
の
お
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ 

ー
ル
の
中
ご
講
義
頂
き
ま
し
た
打
尾
様
、
共 

催
頂
き
ま
し
た
青
梅
商
工
会
議
所
建
設
業

部
会
様
、
又
、
後
援
を
し
て
頂
い
た
東
日
本

建
設
業
保
証
株
式
会
社
新
宿
支
店
長
の
植

草
様
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

工事現場安全パトロール実施 

              災害対策安全委員会 

去る平成３０年３月１５日、工事現場安全パトロールを実施 

いたしました。 

今回は、４現場を２班に分かれて訪問させて頂きました。 

 

１．工事件名：道路改修工事（西―草花の７） 

  工事箇所：あきる野市草花地内 

請負金額：３３２，０００，０００－ 

工期：平成２９年１０月３１日～平成３０年８月９日 

発注者：東京都西多摩建設事務所長 

施工者：成友興業 株式会社 

パトロール当日は仮設工の施工を行っており、これから本格的

に工事が進んでいくといったところでした。 

工事説明用ブ 

ース内には模 

型や動画を用 

いた工事紹介 

があり、より 

分かり易くな 

るような工夫 

がされていま 

した。小学生 

の登下校時に 

はリスクの高 

い作業を控え 

る等、より細 

やかな作業計 

画が立てられ 

ていました。 

また、KY 

活動の記録用 

紙も独自の書 

式を作成して 

使用しており、 

危険予知活動 

が活発に行わ 

れていました。 

 

２．工事件名：東京都西多摩保健所（29）改築工事 

  工事箇所：青梅市東青梅１-１６７-１５ 

  請負金額：７９３，８００，０００‐ 

  工期：平成２９年７月１４日～平成３１年１月１５日 

  発注者：東京都財務局  

  施工者：佐久間・井戸 建設共同企業体 

西多摩保健所を建築する工事で、地元業者同士の JV 案件です。 

最近増えてきた週休２日制を導入する工事で、より緻密な工程管

理が要求され 

るため、現場 

で作業してい 

る職人さんに 

意識を変えて 

もらうよう、 

現場内のお知 

らせ板にて週 

間予定を掲示 

していました。 

現場内は整 

理整頓が徹底 

されており、 

安全に対する 

意識の高さが表れていました。 

 

３．工事件名：道路災害防除工事（緊急施行）西の２ 

  工事箇所：青梅市友田町１丁目地内 

  請負金額：６４，４７６，０００‐ 

工期：平成２９年１０月３０日～平成３０年４月１９日 

発注者：東京都西多摩建設事務所長 

施工者：岩浪建設 株式会社       （２面につづく） 
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 ２ 月 事 業 報 告  

７日 東京都建設局訓練実施に伴う、『東京湾北部を震源とす

る大規模地震（マグニチュード７．３、震度６弱以上）

が午前７時発生との想定に基づき、（西建職員参集の初

動訓練）実施に併せて、道路啓開協定業者全員参加。（西

多摩管内全７１路線 点検報告訓練実施）参加 

８日 三多摩建設連合会３０年新年懇親会出席 （立川市内） 

９日 広報委員会 ２８３号編集発行 

１５日 事業委員会 

１９日 総務委員会 

２１日 理事会 

２１日 青梅商工会議所合同経営講習会 会場：建設会館３階 

東日本建設業保証㈱協賛開催 

  ３ 月 事 業 計 画  

８日 広報委員会 ２８３号編集発行 

１５日 現場安全パトロール ４現場（災害対策安全委員会） 

①㈱島田組  平井川整備工事（その 38）   

  ②岩浪建設㈱ 道路災害防除工事（緊急施行）西の 2 

③成友興業㈱ 道路改修工事（西-草花の 7） 

  ④佐久間・井戸建設共同企業体    

東京都西多摩保健所（29）改修工事 

１５日 事業委員会 

１９日 総務委員会 

２１日 理事会 

《西多摩建設業協同組合 第５２回通常総会開催》 

月 日   ５月２３日（水曜日） 

会 場  青梅市福祉センター ３階  

・総 会 １６時  うめの間  

・懇親会 １８時  ふようの間 

 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 
受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2018年度開講講座〉 

◎１級建築施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ２月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技学科士コース  毎週 月・水 

講義日程 ３月中旬～６月上旬  18：30～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（９年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

 

 
昨年１０月に発生した土砂崩壊によって塞がれ 

た、旧満地トンネル附近の旧道を復旧する工事で 

す。東海大学菅生高校の生徒が利用する道路のた 

め、早期の道路啓開が求められる現場です。 

崩壊の危険性がある中での作業は、より高い危険 

予知能力が必要とされるため、安全管理には特段 

の注意がされていました。また、ラフタークレー 

ンが使用できないため、電動ホイストを使用して 

資材の荷揚げを行うなど、様々な工夫がされてい 

ました。 

 

 

４．工事箇所：平井川整備工事（その３８） 

工事箇所：あきる野市菅生から日の出町平井地内 

請負金額：７２，３６０，０００－ 

工期：平成２９年１１月７日～ 

平成３０年３月２２日 

発注者：東京都西多摩建設事務所長 

施工者：株式会社 島田組 

  平井川の護岸を補強し河床を整備 

する工事です。 

パトロール当日は、護岸の盛土作業 

を行っており主に重機を使用しての作 

業でした。河川内での作業となるため、 

雨水等による増水には特に注意し工程 

の調整が重要となる工事です。 

使用しているバックホウには後方での 

巻き込み事故を防止するために、作業 

半径内に立ち入れない工夫がされてい 

ました。また、現場内はよく整理され、 

快適な作業環境が確保されていました。 

 

今回は年度末のお忙しい中、安全パトロールにご協力いただきありがとうございました。

各社とも独自の安全管理が実施されており、事故防止に対する意識の高さが表れていまし

た。皆様の現場が無事故で工事が竣工されることをお祈りいたしております 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

建設業年度末労働災害防止強調月間 

月間 平成 30年 3 月 1 日～ 3月 31 日 

主催  建設業労働災害防止協会 

月間  3 月 1 日～ 3月 31 日 

主催  建設業労働災害防止協会 

後援 厚生労働省、国土交通省 

  スローガン 

     トップの決意と現場の実行  

       ルールを守 って無災害  

 ◇会員が実施する重点事項 

会員は、本強調月間の趣旨・目的を踏まえ、

次の重点事項を参考として、企業の実情に即

した実施計画を作成し、積極的に労働災害防

止活動を推進する。また、労働災害防止の実

効を図るため、リスクアセスメントにより定

めたリスク低減措置を確実に実施するととも

に、建設業労働安全衛生マネジメントシステ

ム（コスモス）の導入を行う。 

 実施にあたっては、「建設業労働災害防止

規程」および「平成 29 年度建設業労働災害

防止対策実施事 

項」に定める 

「建設現場にお 

ける主要災害防 

止の具体的対策」 

等を活用する。 

※上記の 

「防止規程」お 

よび「実施事項」 

は、当協会ホー 

ムページにてご 

覧いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


